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＜３月の予定＞   ＊予告なしの避難訓練があります。 

         東糀谷だより 

     

大田区東糀谷５－１８－２３                      大田区立東糀谷小学校         電話３７４２－６４６６ 

   http://higashikoujiya-es.ota-school.ed.jp/    校長 小泉 満知子       F A X３７４２－６４６７ 

月 火 水 木 金 土 

２ 
朝会 委員会 
 

３  
保護者会（５，６） 

４ 
６年生を送る会 
卒業を祝う会（６） 

５ 
 

６ 
安全指導 

７ 
 

９ 
朝会 クラブ 
 

１０ 
卒業遠足（６） 
 

１１ 
 

１２ 
 

１３ 
 
 

１４ 
 

１６ 
朝会  

１７  
卒業式予行（５，６） 
４時間授業 
（１～４） 

１８ 
 
 

１９ 
５時間授業 
 

２０ 
春分の日 

２１ 

２３ 
朝会 給食終 
卒業式前日準備 
６年通知表配布 

２４ 
卒業式（５，６） 

２５ 
修了式（１～５） 
午前授業 

通知表配布 大掃除 

２６ 
春季休業日始 

２７ 
 

２８ 

＜教育目標＞ 

○進んで学ぶ子 

○思いやりのある子 

○健康な体をつくる子 

家庭数 

 

 

先日の体育・健康教育授業地区公開講座では、パラリンピック車いすマラソンの花岡伸和選手をお招きし

て、講演会を行いました。１７歳の時に、バイクの事故で背骨が折れ、車いすでの生活が始まった花岡さん、１

０年かけてパラリンピック選手になり、日本代表として２度のパラリンピック出場を果たしました。 

～小さなチャレンジに全力を尽くす～ 

花岡さんの小さなチャレンジは事故後に自分でスプーンをもってお粥を食べることでした。小さなチャレン

ジから幾度の失敗と努力を重ね、自分の好きな道を進むために全力を尽くしたそうです。 

花岡先生の話を１年生から６年生まで、食い入るように聞いていました。講演後の質問タイムでは、たくさ

ん手が挙がり、自分の思いを伝えていました。児童の感想の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

自分なりに受け止めて、思ったことを伝えられる素晴らしいこどもたちです。きっと自分の道を見つけて、

たくましく歩んでいくことでしょう。これも保護者の皆様、地域の皆様の支えがあってこそです。 

そして、３月。６年生は卒業を迎えます。６年間の温かい御支援に感謝申し上げます。一人一人の素晴らし

い門出を祝福いたします。保護者の皆様、地域の皆様、１年間の御支援御協力、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志 あれば道 あり 

 

                   

命を大事にしたい 自分でできることは自分でやろうと思った 小さなチャレンジをやっていきたい 

失敗してもあきらめない スプーンを自分で持った小さな一歩が大きな一歩につながった 笑顔でいた

い 笑顔でいられるのがすごい 本気で取り組もうと思った 自分が生まれてきたことがすごいことだ

と気付かせてもらった 背中を押された 笑顔でいれば大丈夫 お母さんに感謝したい ポジティブに

なれた ずっとは続けられない時もあるから休むことも大事 勇気を大事にしたい 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生 かぜであそぼう                                  １年担任 柴原 亮 

 

 

 ５年生 社会科見学について                        ５年担任 木下俊一 

  ２月１０日（火）に社会科見学に行ってきました。午前は学校の近隣にある町工場の素晴らしい技術に

触れることができました。弘洋物産さん、高橋焼き入れ工場さん、ワタナベ精螺製作所さんに見学に行

きました。中には新幹線の部品、ゲーム機の部品、焼き入れすることにより金属を強くする技術など、こ

んな身近に自分たちの生活するうえで必要な技術が多くあることを知りました。どの工場でも、こどもた

ちは疑問に思ったことを率直に質問し、工場のみなさまはすべての質問に丁寧に答えていただきまし

た。さすが「ものづくり」の町「大田区」だなと感心することが多かったです。また引率してくださったわく

わくサポーターの皆様、ありがとうございました。 

 午後は森永製菓鶴見工場に行きました。電車が遅延しているハプニング 

もありましたが、こどもたちは迅速に行動することができました。 

森永製菓鶴見工場は、実際にお菓子が作られている行程を見ることができ、 

実際に知っているお菓子なのでとても身近に感じることができました。 

実際に食べたことがあるチョコレートが裁断されているところや 

すばやく袋詰めされていくところは、大工場ならではのすごさがありました。 

 

 

２年生 町たんけんについて                       ２年担任 新井一真 

 1 月２３日（金）に、生活科の町探検に行ってきました。今年はわくわくサポーターさんの協力のおか

げで例年より多く、１２箇所の地域のお店を見せてもらうことができました。お店の人にお仕事につい

てインタビューを行い、こどもたちは、「仕事をしていて嬉しい事は何ですか。」「大変な事はあります

か。」など色々な質問をしている姿が見られました。今回の学習を通じて自分たちの町に興味をもち、

進んで物事を調べていく楽しさを実感する事が出来たと思います。 

 

       

 １年生では、生活科「かぜであそぼう」で凧揚げをし

ました。冬の季節に合った絵を描き、自分だけの凧を作

りました。北風にのせて上手に凧を揚げようと、友達と

教えあいながら活動しました。凧糸の伸ばし加減を考

えたり、走る速度を変えたりと、たくさんの工夫が見ら

れました。こどもたちは「楽しかった！」「また凧揚げした

いです。」と冬の遊びを楽しみました。 


